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校
長
時
代
、「
子
ど
も
の
頃
、
ど

ん
な
遊
び
を
し
て
い
ま
し
た
か
？
」

と
い
う
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
た
こ

と
を
思
い
出
し
て
い
る
。

　
春
。
裏
山
の
樹
木
に
板
切
れ
を
組

み
、
縄
で
囲
っ
て
隠
れ
家
づ
く
り
。

　
夏
。
川
で
魚
を
突
く
、
釣
る
、
手

掴
み
を
し
て
、
河
原
で
焼
い
て
食
べ

る
。

　
秋
。洞
窟
探
検
を
し
、ア
ケ
ビ
、栗
、

柿
の
実
採
り
を
し
な
が
ら
山
歩
き
。

　
冬
。ソ
リ
を
作
っ
て
坂
道
で
競
争
。

竹
で
ス
キ
ー
を
作
り
、道
路
で
滑
走
。

　

得
意
顔
で
話
し
た
私
に
、「
そ
ん

な
こ
と
し
て
い
い
の
？
」「
怒
ら
れ

な
い
の
で
す
か
？
」
子
ど
も
た
ち
は

驚
き
の
顔
で
唖
然
と
し
て
い
た
。

　
ま
さ
に
こ
の
五
十
年
、
子
ど
も
の

遊
び
方
は
も
ち
ろ
ん
、
大
人
社
会
の

構
造
も
含
め
て
、
日
本
の
大
き
な
変

革
が
進
め
ら
れ
た
半
世
紀
と
言
え

る
。
一
見
、
物
も
豊
か
で
便
利
に
な

り
、
合
理
的
な
人
間
関
係
と
な
り
、

著
し
い
進
歩
を
遂
げ
た
よ
う
に
見
え

る
。
し
か
し
な
が
ら
大
事
な
も
の
が

次
々
と
失
わ
れ
て
き
た
と
、
今
に

な
っ
て
痛
感
し
て
い
る
が
、
時
計
の

針
は
元
に
は
戻
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
近
年
、
目
標
の
達
成
、
他
者
と
の

協
働
、
情
動
の
制
御
な
ど
の
非
認
知

能
力
が
見
直
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
能

力
は
、
多
様
な
体
験
を
通
し
て
身
に

付
く
も
の
で
、
知
識
・
理
解
・
技
能

の
よ
う
に
数
値
化
で
き
る
認
知
能
力

の
獲
得
に
お
い
て
不
可
欠
な
ス
キ
ル

で
あ
る
。
早
い
時
期
で
の
生
活
習
慣

や
体
験
が
非
認
知
能
力
に
つ
な
が

り
、や
が
て
認
知
能
力
を
育
成
す
る
、

と
い
う
順
序
性
も
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
。

　
ま
た
、
小
児
科
医
で
あ
る
成
田
奈

緒
子
氏
は
、
近
著「
発
達
障
害
と
間

違
わ
れ
る
子
ど
も
た
ち
」に
お
い
て
、

脳
の
発
達
す
る
順
番
に
つ
い
て
述
べ

て
い
る
。
最
初
は
中
心
に
あ
る
生
体

リ
ズ
ム
・
欲
求
・
本
能
の
脳
、
次
に

大
脳
の
知
識
・
理
解
・
運
動
の
脳
、

最
後
に
前
頭
葉
に
あ
る
想
像
・
感
情
・

判
断
の
脳
の
順
に
発
達
す
る
。
脳
の

発
達
の
土
台
と
な
る
の
は
、
ま
ず
は

本
能
や
野
性
に
通
ず
る
部
分
の
成
長

で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
昭
和
の
頃
の
遊
び
は
前
述
の
と
お

り
、
野
山
や
川
な
ど
の
自
然
の
中
、

遊
ぶ
道
具
を
工
夫
し
、
集
団
の
中
で

の
役
割
分
担
を
通
し
て
、
自
ず
と
非

認
知
能
力
や
本
能
が
鍛
え
ら
れ
た
。

　
令
和
の
非
認
知
能
力
の
育
成
や
生

体
リ
ズ
ム
・
欲
求
の
脳
の
発
達
に
つ

い
て
は
、
学
校
の
教
育
活
動
だ
け
に

留
ま
ら
ず
、
家
庭
や
地
域
の
理
解
と

協
力
を
得
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
分
担
の
中
で
、
生
活
習
慣
形
成
や

体
験
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
以
上
に
…
。

～読書教育や図書館運営の充実を目指して～
　盛岡市では、11名の学校司書を31校に配置し、
毎年「学校司書研修会」を実施しています。
　今年度は、盛岡市立城北小学校の図書館を会
場に、図書管理システムの演習や実践交流等が
行われました。

こずかた写真館 54 「学校司書研修会」
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盛
岡
市
の
教
育
振
興
運
動
は
、
今
年
度
59
年
目
を
迎
え
る
歴
史
あ
る
市
民
運
動
で
す
。
ま
た
、
第
十
二

次
五
か
年
計
画
の
４
年
目
と
な
り
ま
す
。

　
実
践
の
さ
ら
な
る
充
実
を
め
ざ
し
、
運
動
の
方
向
性
を
明
ら
か
に
す
る
場
、
そ
し
て
研
修
の
場
と
し
て
、

令
和
６
年
５
月
16
日（
木
）、都
南
文
化
会
館（
キ
ャ
ラ
ホ
ー
ル
）に
て
、盛
岡
市
教
育
振
興
推
進
委
員
会
総
会・

講
演
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
岩
手
大
学
　
山
本
　
奬
　
教
授
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、「
社
会
が「
不
登
校
」の
た
め
に
で

き
る
こ
と
〜
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
担
う
具
体
的
な
役
割
〜
」と
題
し
て
、
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
の
総
会
は
、
学
校

関
係
者
を
は
じ
め
、
様
々
な
立

場
の
地
域
の
方
々
を
お
迎
え
し
、

２
４
１
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
令
和
５
年
度
盛
岡
市
教
育

振
興
運
動
事
業
の
報
告
の
後
、
令

和
６
年
度
盛
岡
市
教
育
振
興
運
動

事
業
計
画
、
中
学
生
社
会
参
加
活

動
促
進
事
業
、
令
和
６
年
度
推
進

委
員
会
役
員
に
つ
い
て
協
議
を
行

い
全
て
の
議
題
に
つ
い
て
承
認
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
岩
手
大
学　

山
本
教

授
に
よ
る
講
演
会
を
行
い
ま
し

た
。
不
登
校
対
策
事
業
は
、
盛
岡

市
が
最
も
力
を
入
れ
て
推
進
し
て

い
く
事
業
の
一
つ
で
も
あ
り
ま

す
。学
校
関
係
者
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
住
民
や
市
議
会
議
員
等
が
参

加
す
る
総
会
で
、
不
登
校
児
童
生

徒
へ
の
か
か
わ
り
や
支
援
、現
在
、

盛
岡
市
が
進
め
て
い
る
不
登
校
対

策
事
業
に
つ
い
て
も
講
演
の
中
で

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加

者
の
皆
様
か
ら
は
、「
非
常
に
学

び
の
多
い
講
演
会
だ
っ
た
。
教
員

以
外
の
目
線
で
語
ら
れ
た
不
登
校

の
講
話
は
と
て
も
た
め
に
な
っ

た
。
学
校
に
戻
り
、
さ
っ
そ
く
共

有
し
た
い
。」「
自
分
自
身
も
子
ど

も
の
不
登
校
で
悩
ん
だ
時
期
が

あ
っ
た
の
で
、
大
変
身
に
染
み
る

内
容
だ
っ
た
。」「
分
か
り
や
す
く

新
し
い
学
び
が
あ
り
、
非
常
に
た

め
に
な
っ
た
。」
な
ど
、
高
評
価

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
た
く
ま
し
く
生
き
る
盛
岡
の

子
」を
育
む
た
め
に
必
要
な
地
域・

学
校
・
家
庭
・
子
ど
も
・
社
会
の

五
者
の
連
携
に
つ
い
て
、
再
確
認

す
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

９
月
末
か
ら
、
今
年
度
の
割
当

と
な
っ
て
い
る
６
地
区
の
地
区
別

集
会
が
始
ま
り
、
２
月
１
日（
土
）

に
は
実
践
発
表
大
会
を
マ
リ
オ
ス

で
行
う
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
今
後
も
盛
岡
市
の
教
育
振
興
運

動
事
業
へ
の
、
御
支
援
・
御
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【令和６年度地区別集会実施予定】
地区（発表学校区） 日　時 会　場
第Ⅰ地区集会
〇大宮中学校区

11月17日（日）
10:00～11:30 大宮中学校

第Ⅱ地区集会
〇厨川小学校区
〇土淵小・中学校区

11月２日（土）
10:00～11:30 土淵小・中学校

第Ⅲ地区集会
〇山岸小学校区

９月28日（土）
10:00～11:30 盛岡市中央公民館

第Ⅳ地区集会
〇高松小学校区
〇黒石野中学校区

10月５日（土）
9:30～11:30 松園地区公民館

第Ⅴ地区集会
〇城南小学校区
〇河南中学校区

10月12日（土）
10:00～11:30 盛岡劇場

第Ⅵ地区集会
〇永井小学校区
〇見前南小学校区
〇見前南中学校区

11月９日（土）
9:30～11:00

都南文化会館
（キャラホール）

第Ⅶ地区集会 令和６年度　発表なし
【山本教授による
講演会の様子】
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「
ひ
ろ
ば
モ
リ
ー
オ
」
で
は
子

ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご
し
、

仲
間
と
の
ふ
れ
あ
い
や
体
験
活
動

等
を
と
お
し
て
、
自
分
た
ち
の
居

場
所
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
自
己

有
用
感
を
高
め
、
自
立
し
て
生
き

て
い
く
た
め
の
力
を
育
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
専
門
指
導
員
が

日
々
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
２
か
所（
青
山
教
室
・

仙
北
教
室
）
設
置
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
で
多
く
の
子
ど

も
た
ち
が
、
学
習
や
運
動
な
ど
に

楽
し
く
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
標
準
的
な
日
程
は
左
図
の
と
お

り
で
す
。「
計
画
タ
イ
ム
」
は
、
来

室
時
間
に
よ
っ
て
随
時
設
定
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
教
室
に
慣
れ
る

ま
で
は
個
別
に
対
応
し

て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
か
ら
、
ひ

ろ
ば
モ
リ
ー
オ
の
教
育

相
談
員
に
よ
る
巡
回
支

援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
盛
岡
市
の
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

で
あ
る「
ひ
ろ
ば
モ
リ
ー
オ
」
が

各
学
校
の「
校
内
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
訪
問
し
、
不
登
校
児
童

生
徒
へ
の
支
援
策
や
セ
ン
タ
ー
運

営
に
つ
い
て
一
緒
に
検
討
し
た

り
、
支
援
や
運
営
に
関
わ
る
有
益

な
情
報
を
提
供
し
た
り
す
る
こ
と

で
、
各
学
校
の
組
織
的
な
不
登
校

対
策
に
資
す
る
こ
と
が
ね
ら
い
で

す
。

　

一
学
期
は
、
市
内
全
中
学
校
を

訪
問
し
、
各
校
の
校
内
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
の
運
営
状
況
や
不
登
校

生
徒
の
支
援
状
況
に
つ
い
て
情
報

収
集
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
中
学
校
で
は
、
ス
ク
ー
ル
ア

シ
ス
タ
ン
ト
や
不
登
校
対
策
相
談

員
を
セ
ン
タ
ー
に
配
置
し
、
個
に

応
じ
た
学
習
支
援
を
行
っ
た
り
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
環
境
を
整
備
し
、
授

業
配
信
や
Ａ
Ｉ
型
ド
リ
ル
学
習
を

行
っ
た
り
す
る
等
、
支
援
の
充
実

が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

二
学
期
以
降
は
、
各
中
学
校
の

対
策
状
況
に
応
じ
た
サ
ポ
ー
ト
や

小
学
校
に
お
け
る
校
内
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
の
拡
充
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

小
学
校
の
現
状
と
し
て
は
、
校

内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
で
支
援
に

当
た
る
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
に
課
題

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
教
育
相
談
員

が
訪
問
し
、
各
学
校
の
状
況
を
踏

ま
え
な
が
ら
有
効
な
支
援
体
制
と

支
援
策
を
一
緒
に
検
討
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
各
学
校
の
状
況
に

応
じ
た「
モ
デ
ル
校
好
事
例
」
の

生
か
し
方
に
つ
い
て
も
一
緒
に
考

え
て
い
き
ま
す
。

　
小
学
校
に
お
け
る
校
内
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
運
営
に
つ
い
て
先
進

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
学
校
の
有

効
だ
っ
た
支
援
策
や
校
内
体
制
を

「
モ
デ
ル
校
好
事
例
」
と
し
、
全

小
学
校
に
還
元
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
不
登
校
に
悩
む
子
ど
も
を
一
人

で
も
多
く
、
一
日
で
も
早
く
救
う

た
め
に
、
本
取
組
は
急
務
で
す
。

【「ひろばモリーオ」が大切にしていること】

【「ひろばモリーオ」の1日のスケジュール】

モリーオ教育相談員による「アウトリーチ型支援」スタート！
～教育相談員が各学校を訪問し、不登校対策や校内教育支援センター運営をサポートします～

「校内教育支援センター」とは…
　市教育委員会では、不登校児童生徒等の支援の
ため、学習・生活環境や支援体制が整っており、
常時又は適宜開室している「教室以外の居場所」、
又は、保健室等、本来の用途は別にある場所にお
いて、教職員等から受容・共感を中心とした支援
が受けられる「ひと休みの場所」として、校内に
おいて共通認識されている「部屋」を「校内教育支
援センター」と定義しています。

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ひ
ろ
ば
モ
リ
ー
オ
」
の
セ
ン
タ
ー
機
能
の
充
実
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◎
統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
導

入
の
背
景

　

近
年
、
学
校
に
お
け
る
働
き
方

改
革
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
て
お

り
、
教
員
の
業
務
負
担
を
軽
減
す

る
こ
と
で
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
も
児
童
生
徒
に
接
す
る
時
間
を

確
保
し
、
児
童
生
徒
に
と
っ
て
真

に
必
要
な
総
合
的
な
指
導
を
持
続

的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
環
境
を

作
り
出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
学
校
に
お
け
る
児
童
生
徒
と
向

き
合
う
時
間
の
創
出
、
及
び
学
校

運
営
の
効
率
化
の
た
め
に
は
、
後

述
す
る「
統
合
型
校
務
支
援
シ
ス

テ
ム
の
導
入
」
が
有
効
な
手
段
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

岩
手
県
で
は
、
県
内
全
て
の
自

治
体
が
参
加
す
る
こ
と
を
想
定
し

た
上
で
、
当
該
シ
ス
テ
ム
の
基
幹

シ
ス
テ
ム
を
令
和
５
年
度
中
に
構

築
、
令
和
６
年
４
月
か
ら
一
部
の

市
町
村
で
先
行
運
用
を
開
始
、
最

終
的
に
は
、
令
和
８
年
度
に
全
県

統
一
で
の
運
用
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

盛
岡
市
で
は
、
令
和
６
年
秋
の

シ
ス
テ
ム
運
用
開
始
に
向
け
、
作

業
を
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
岩
手
県
で
は
こ
の
全
県

統
一
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
を
左
図
の

と
お
り
、
未
来
へ
の
投
資
と
位
置

付
け
て
い
ま
す
。

◎
統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
と

は
？

　
統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
と

は
、「
教
務
系（
成
績
処
理
、
出
欠

管
理
、
時
数
管
理
等
）・
保
健
系

（
健
康
診
断
票
、
保
健
室
来
室
管

理
等
）・
学
籍
系（
指
導
要
録
等
）

な
ど
統
合
し
た
機
能
を
有
し
て
い

る
シ
ス
テ
ム
」
を
指
し
、
成
績
処

理
等
だ
け
で
は
な
く
、
グ
ル
ー
プ

ウ
ェ
ア（
掲
示
板
、イ
ン
ト
ラ
メ
ー

ル
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
文
書
管
理

等
）
の
活
用
に
よ
る
情
報
共
有
も

含
め
、
広
く「
校
務
」
と
呼
ば
れ

る
業
務
全
般
を
実
施
す
る
た
め
に

必
要
と
な
る
機
能
を
実
装
し
た
シ

ス
テ
ム
で
す
。

　
児
童
生
徒
の
学
力
や
日
常
的
な

行
動
、
心
身
の
健
康
状
態
な
ど
の

多
様
な
情
報
を
、
校
内
で
の
一
元

管
理
・
共
有
・
発
信
等
す
る
こ
と

に
よ
り
、指
導
改
善
等
に
役
立
ち
、

教
育
の
質
的
な
向
上
を
図
る
こ
と

が
期
待
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、「
手
書
き
・
手
作
業
」が

多
い
学
校
現
場
の
業
務
改
善
を
図

る
観
点
で
も
有
効
で
あ
り
、
例
え

ば
、
成
績
デ
ー
タ
を
通
知
表
や
指

導
要
録
へ
自
動
移
行
で
き
る
こ
と

に
よ
り
、
転
記
に
か
か
る
時
間
や

ミ
ス
を
減
少
で
き
る
等
、
業
務
の

正
確
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
期

待
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
統
合
型
校
務
支

援
シ
ス
テ
ム
は
、
広
く
学
校
運
営

を
支
え
る
情
報
基
盤
で
あ
る
と
い

え
ま
す
。

◎
統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
導

入
の
効
果

　
全
県
統
一
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
の

構
築
、
す
な
わ
ち
共
同
調
達
・
共

同
利
用
に
よ
り
、
共
通
の
シ
ス
テ

ム
を
使
用
す
る
こ
と
で
コ
ス
ト
削

減
効
果
が
期
待
さ
れ
る
ほ
か
、
次

の
よ
う
な
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。

Ⅰ
．
異
動
教
職
員
の
負
担
軽
減

①
基
本
的
に
岩
手
県
で
採
用
さ
れ

る
教
職
員
は
、
他
市
町
村
へ
異
動

し
た
際
に
も
同
じ
シ
ス
テ
ム
を
使

用
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
一
か

ら
操
作
方
法
を
覚
え
る
必
要
が
な

く
、
引
継
ぎ
に
要
す
る
負
担
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。

②
児
童
生
徒
に
関
す
る
情
報
が
シ

ス
テ
ム
に
保
存
さ
れ
て
い
る
た

め
、
異
動
後
に
児
童
生
徒
の
指
導

に
必
要
と
な
る
情
報
を
把
握
し
や

す
く
な
り
ま
す
。

③
定
量
的
効
果
と
し
て
、
業
務
時

間
の
削
減
等
の
効
果
が
見
込
ま
れ

ま
す
。
大
阪
市
の
例
で
は
、
ク
ラ

ス
担
任
の
校
務
に
関
わ
る
時
間
が

年
間
１
６
８
時
間
削
減
さ
れ
、
導

入
２
年
目
に
は
、
年
間
２
２
４
時

間
削
減
さ
れ
る
な
ど
、
児
童
生
徒

と
向
き
合
う
時
間
の
創
出
に
シ
ス

テ
ム
が
貢
献
し
ま
し
た
。

岩
手
県
ク
ラ
ウ
ド
版
統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
今
秋
導
入

〜
教
育
Ｄ
Ｘ
の
推
進

県
内
統
一
運
用
に
よ
る
教
育
の
質
の
改
善
、
業
務
の
効
率
化
〜

1. 県内すべての学校に統一した校務システムを配備する。
県内すべての学校の先生と子どもたちのために、地域や規模に差のない学校環境を創る

2. 全県でムリ・ムダ・ムラを排除する。
やるべき業務の質を上げるため、様式の統一、教職員の異動の際等の負担軽減をめざす

3. 子どもたちのために正確な情報を共有する。
情報を共有できる素地を創り、小中の連携を図る

4. 教育の質的向上を全県で目指す。
多様な情報を一元管理し、データ分析等による指導改善等に役立てる
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Ⅱ
．
転
校
先
・
進
学
先
と
の
児
童

生
徒
情
報
の
共
有

①
県
内
で
同
じ
シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
、
児
童
生
徒
の
デ
ー
タ
を
管
理

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
児
童
生

徒
が
転
校
・
進
学
し
た
際
に
転
校
・

進
学
先
の
学
校
に
デ
ー
タ
を
受
け

渡
す
こ
と
が
容
易
と
な
り
ま
す
。

②
児
童
生
徒
が
小
学
校
か
ら
中
学

校
、
更
に
は
高
等
学
校
へ
進
学
す

る
際
、
児
童
生
徒
の
情
報
を
引
き

継
ぐ
こ
と
で
、
６・
３・
３
の
12
年

間
に
わ
た
り
、
児
童
生
徒
の
成
長

の
情
報
を
記
録
・
管
理
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

Ⅲ
．
教
育
委
員
会
と
学
校
と
の
情

報
の
共
有

①
県
内
で
同
じ
シ
ス
テ
ム
を
利
用

す
る
こ
と
で
、
県
と
県
内
市
町
村

の
学
校
で
管
理
さ
れ
る
情
報
が
統

一
化
さ
れ
、岩
手
県
教
育
委
員
会
、

県
内
市
町
村
教
育
委
員
会
、
学
校

の
間
の
情
報
の
受
け
渡
し
が
容
易

と
な
り
、
情
報
共
有
に
か
か
る
事

務
処
理
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

②
教
育
委
員
会
で
は
、
情
報
把
握

が
容
易
と
な
り
、
教
育
施
策
の
効

果
等
を
よ
り
き
め
細
か
く
収
集
・

分
析
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

す
。

Ⅳ
．
児
童
生
徒
に
関
連
す
る
効
果

①
学
習
指
導
の
質
の
向
上

　
成
績
デ
ー
タ
を
出
力
し
て
分
析

す
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
生
徒
に

対
す
る
き
め
細
か
い
フ
ォ
ロ
ー
が

可
能
に
な
る
こ
と
に
加
え
、
業
務

時
間
の
削
減
に
よ
っ
て
教
材
研
究

等
の
時
間
を
確
保
で
き
、
授
業
力

の
向
上
の
た
め
に
時
間
を
費
や
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

②
生
活
指
導
の
質
の
向
上

　
出
欠
等
か
ら
児
童
生
徒
の
情
報

を
き
め
細
や
か
に
把
握
で
き
、
教

員
間
で
連
携
で
き
る
た
め
、
生
徒

の
変
化
に
対
し
て
、
よ
り
早
急
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
い
じ

め
や
不
登
校
の
防
止
に
も
つ
な
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

Ⅴ
．
教
職
員
に
関
連
す
る
効
果

　

前
述
し
た「
異
動
教
職
員
の
負

担
軽
減
」
の
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
手

書
き
し
て
い
た
業
務
を
電
子
化
す

る
こ
と
に
よ
り
、
転
記
ミ
ス
が
減

少
し
て
業
務
の
正
確
性
が
向
上
す

る
ほ
か
、
特
定
の
教
職
員
に
偏
っ

て
い
た
業
務
を
適
切
に
分
担
す
る

こ
と
に
よ
り
、
作
業
量
を
平
準
化

す
る
な
ど
、
教
職
員
の
日
常
的
な

業
務
全
般
が
効
率
化
さ
れ
る
こ
と

が
期
待
で
き
ま
す
。

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
も
４

年
目
を
迎
え
、
各
学
校
で
全
児
童

生
徒
に
配
ら
れ
る「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
端

末
」
を
活
用
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
実
践
学

習
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　

教
育
の
情
報
化
が
進
み
、
教
材

や
文
書
の
共
有
、
成
績
の
一
括
管

理
等
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

大
変
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
一
方
で
個
人
情
報
の
漏
洩

な
ど
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
お

け
る
イ
ン
シ
デ
ン
ト（
事
故
）
が

多
い
の
も
ま
た
事
実
で
あ
り
、「
本

当
に
学
校
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

は
大
丈
夫
な
の
か
？
」
と
心
配
の

声
も
聞
か
れ
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
教
員
が
注
意
す
べ

き
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
ど
う

い
っ
た
も
の
で
し
ょ
う
か
。

Ⅰ
．
学
校
で
扱
う
個
人
情
報

　

学
校
で
は
、
指
導
要
録
、
通
知

表
、
健
康
診
断
票
及
び
家
庭
状
況

調
査
票
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
個
人

情
報
を
扱
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
情

報
は
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。
万
一
に
も
個
人
所
有

の
端
末
に
デ
ー
タ
を
保
管
し
た

り
、
不
適
切
に
情
報
が
コ
ピ
ー
さ

れ
て
い
た
り
す
る
と
い
う
こ
と
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
保
管

期
間
が
経
過
し
た
も
の
は
適
切
に

廃
棄
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　

令
和
６
年
10
月
以
降
は
、
盛
岡

市
で
も
統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ

ム
の
導
入
に
よ
り
、
一
段
と
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
強
化
さ
れ
ま

す
。
過
去
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
も

今
一
度
適
切
に
処
理
さ
れ
て
い
る

の
か
確
認
が
必
要
で
す
。

Ⅱ
．
児
童
生
徒
の
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ

り
全
児
童
生
徒
が
一
人
一
台
の
端

末
を
持
ち
、
各
家
庭
へ
の
持
ち
帰

り
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
大
切
な

個
人
情
報
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
公
開
さ
れ

る
な
ど
と
い
う
行
為
は
あ
っ
て
は

な
ら
ず
、
不
適
切
な
利
用
は
、
い

わ
ゆ
る
ネ
ッ
ト
い
じ
め
の
温
床
に

繋
が
る
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
ま

す
。

　

教
員
の
皆
様
に
は
、
児
童
生
徒

に
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
大
切
さ

と
、
い
わ
ゆ
る「
情
報
モ
ラ
ル
」

を
含
め
た
指
導
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
、
盛
岡
市
で
は
一
人
一
台

端
末
の
使
用
方
法
に
つ
い
て
児
童

生
徒
に
は
個
別
の
Ｉ
Ｄ
を
付
与
し

て
お
り
ま
す
が
、
メ
ー
ル
ア
カ
ウ

ン
ト
を
付
与
し
て
い
な
い
ほ
か
、

端
末
で
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
が
で
き

な
い
よ
う
な
設
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。

Ⅲ
．
む
す
び

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
取
り
巻
く
環
境
は
大

き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、

学
校
に
お
け
る
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
目
的
は
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

を
円
滑
に
進
め
る
た
め
」、
さ
ら

に「
適
切
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確

保
さ
れ
た
環
境
を
整
え
る
」
た
め

で
あ
り
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

イ
ン
シ
デ
ン
ト
の
発
生
を
防
ぐ
基

本
的
な
考
え
方
は
昔
か
ら
変
わ
っ

て
い
ま
せ
ん
。

　

重
要
な
の
は
、「
生
徒
や
教
員

が
情
報
に
対
す
る
脅
威
や
予
防
法

を
正
し
く
理
解
し
、
充
分
な
対
策

を
行
う
こ
と
」に
尽
き
ま
す
。

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て

～
適
切
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
に
向
け
て
～
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春
の
穏
や
か
な
光
が
差
し
込

み
、
窓
か
ら
は
満
開
に
咲
く
桜
を

見
る
こ
と
が
で
き
た
盛
岡
先
人
記

念
館
で
、
４
月
12
日
に「
令
和
６

年
度
盛
岡
市
教
育
委
員
会　

初
任

者
研
修
」
を
行
い
ま
し
た
。
当
日

は
、
小
学
校
29
名
、
中
学
校
10
名
、

合
計
39
名
全
員
が
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

開
会
行
事
で
は
、
主
催
者
を
代

表
し
て
、
佐
々
木
寿
洋
教
育
次
長

兼
学
校
教
育
課
長
か
ら
、
晴
れ
て

４
月
か
ら
教
壇
に
立
つ
初
任
者
を

祝
い
、
歓
迎
す
る
と
と
も
に
、
こ

れ
か
ら
一
緒
に
盛
岡
市
の
子
ど
も

の
た
め
に
教
育
を
推
進
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
、
と
温
か
い
言
葉
を
か

け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、「
盛
岡
市
の
教
育
」に

つ
い
て
、多
田
英
史
教
育
長
よ
り
、

講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
田

教
育
長
か
ら
は
、
教
師
の
魅
力
、

教
師
の
使
命
、
盛
岡
市
の
教
育
長

と
し
て
の
心
構
え
、
教
諭
時
代
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
、
岩
手
県
教
委
時
代

の
東
日
本
大
震
災
の
対
応
、
盛
岡

の
先
人
教
育
な
ど
に
つ
い
て
、
ご

自
身
の
経
歴
を
踏
ま
え
な
が
ら
の

お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
初
任
者
は
、
多
田
教
育
長
の

初
任
校
で
あ
る
大
慈
寺
小
で
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
、
今
の
自
分
と
重

ね
な
が
ら
聞
い
て
い
る
よ
う
で
し

た
。

　

ま
た
、
多
田
教
育
長
が
岩
手
県

教
委
学
校
教
育
室
義
務
教
育
課
長

の
頃
の
、
東
日
本
大
震
災
へ
の
対

応
と
取
組
や「
い
わ
て
の
復
興
教

育
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
・
監
修

に
つ
い
て
、
初
任
者
は
食
い
入
る

よ
う
に
ス
ラ
イ
ド
を
見
な
が
ら
、

講
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
最
後

に
は
、
教
師
で
あ
る
こ
と
を
感
謝

す
る
こ
と
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
な
い
こ
と
、
ど
の
子
ど
も
も
ど

の
人
も
愛
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

見
前
小
・
千
葉
智
喜
教
諭
か

ら
は
、「
初
任
校
の
大
慈
寺
小
以

降
の
経
歴
で
も
そ
の
時
々
に
応
じ

て
、
必
要
な
こ
と
に
励
ま
れ
て
い

る
こ
と
に
感
銘
を
受
け
た
、
自
分

も
頑
張
り
た
い
と
思
っ
た
」
と
感

想
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、「
盛
岡
市
の
学
校

教
育
の
推
進
・
充
実
に
向
け
て
」、

学
力
向
上
の
推
進
、
体
力
向
上
の

推
進
、
生
徒
指
導
の
充
実
、
特
別

支
援
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
、
各

担
当
指
導
主
事
か
ら
説
明
し
、
午

前
の
部
を
終
わ
り
ま
し
た
。

　

午
後
は
、「
盛
岡
の
先
人
教
育
」

に
つ
い
て
、
盛
岡
市
先
人
記
念
館

の
久
保
智
克
前
館
長
よ
り
講
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
久
保
前
館
長

か
ら
は
、「
盛
岡
の
教
育
ビ
ジ
ョ

ン
」
と
め
ざ
す
市
民
像
と
し
て
、

「
多
く
の
先
人
を
育
ん
で
き
た
美

し
い
ふ
る
さ
と
盛
岡
を
愛
し
、
豊

か
な
心
と
す
こ
や
か
な
体
を
も

ち
、
自
ら
学
び
、
共
に
生
き
る
未

来
を
創
る
人
」が
話
さ
れ
た
上
で
、

学
校
教
育
の
中
で「
先
人
教
育
」

は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
密
接
に
関

係
し
て
い
る
と
説
明
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
先
人
教
育
が「
め
ざ

す
子
ど
も
像
」
を
、
幼
稚
園
・
保

育
所(
園)

、
低
・
中
学
年
、
高

学
年
、
中
学
校
と
年
代
別
に
単
元

構
成
例
、
実
践
事
例
を
説
明
い
た

だ
い
た
上
で
、
初
任
者
自
身
で
単

元
構
想
を
す
る
演
習
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

上
田
中
・
門
前
柊
馬
教
諭
か
ら

は
、「
実
際
に
単
元
構
想
す
る
難

し
さ
を
感
じ
な
が
ら
も
、
盛
岡
に

住
む
児
童
生
徒
に
先
人
教
育
を
通

し
て
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
進
め
る

意
義
を
強
く
感
じ
た
」
と
感
想
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

久
保
前
館
長
の
講
話
の
後
は
、

先
人
記
念
館
内
を
見
学
し
ま
し

た
。
学
芸
員
の
方
に
説
明
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
新
渡
戸
稲
造
、
金

田
一
京
助
、
米
内
光
政
ら
盛
岡
の

先
人
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い

ま
し
た
。
初
任
者
の
中
に
は
、
自

校
の
児
童
生
徒
を
連
れ
て
ま
た
訪

れ
た
い
と
感
想
を
も
つ
方
も
多
く

み
ら
れ
ま
し
た
。

　

見
学
後
は
、「
教
員
生
活
の
ス

タ
ー
ト
を
振
り
返
っ
て
」と
題
し
、

４
人
グ
ル
ー
プ
で
、
う
ま
く
い
っ

た
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

交
流
し
た
上
で
、
全
体
で
も
交
流

を
し
ま
し
た
。
市
初
任
者
研
修
ま

で
に
溜
ま
っ
て
い
た
思
い
の
丈

を
、
和
気
あ
い
あ
い
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
授
業
参
観
日
が

迫
っ
て
い
る
研
修
者
が
多
く
い
た

た
め
、
参
観
授
業
で
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
し
よ
う
か
、
ア
イ
デ
ィ

ア
を
出
し
合
う
場
面
が
多
く
見
ら

れ
ま
し
た
。
初
任
者
の
発
言
か
ら

は
、
保
護
者
に
、
学
習
に
懸
命
に

励
む
児
童
生
徒
の
姿
を
お
見
せ
し

た
い
と
、
保
護
者
の
視
点
で
考
え

て
い
る
研
修
者
が
多
く
い
て
、
頼

も
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
長
い
教
員
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
初
任
者
の
皆
さ
ん
の
こ
れ

か
ら
の
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。

【
米
内
光
政
像
の
前
で

（
館
内
見
学
グ
ル
ー
プ
毎
）】

盛
岡
市
教
育
委
員
会
　
初
任
者
研
修
会

令
和
６
年
度
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令
和
６
年
度
、
こ
れ
ま
で
の
推

進
プ
ラ
ン
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、

岩
手
県
の
特
別
支
援
教
育
の
現
状

や
方
向
性
を
整
理
し
、新
た
に「
い

わ
て
の
特
別
支
援
教
育
推
進
プ
ラ

ン（
２
０
２
４
〜
２
０
２
８
）」
が

策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
推
進
プ
ラ
ン
に
は
、
目
指
す

姿
と
し
て「
共
生
社
会
の
実
現
〜

す
べ
て
の
人
が
お
互
い
を
尊
重

し
、
心
豊
か
に
主
体
的
に
生
活
す

る
こ
と
の
で
き
る
地
域
づ
く
り

〜
」、
基
本
理
念
と
し
て「
共
に

学
び
、
共
に
育
つ
教
育
の
推
進
」

が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
も
、共
に
学
び
、

共
に
育
つ
教
育
の
推
進
に
向
け
、

市
全
体
或
い
は
各
園
、
各
学
校
に

お
い
て
、
様
々
な
取
組
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
本
市
の
特
別
支
援
教
育
の
状
況

と
し
て
、
園
や
学
校
に
お
け
る
学

び
の
多
様
化
や
合
理
的
配
慮
の
認

識
が
広
が
り
、
特
別
支
援
教
育
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
て
、
各
種
研
修
や
出
前
講

座
の
実
施
、
巡
回
相
談
事
業
な
ど

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
令
和
６
年
度
は
、
特
別
支

援
学
級
が
全
体
で
13
学
級
増
と
な

り
、
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
種
別
の

特
別
支
援
学
級
の
新
設
や
、
学
校

の
御
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

医
療
的
ケ
ア
の
体
制
整
備
も
進
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
整
備
が
進
む
一
方
で

課
題
も
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
特
別
支
援
学
級
の
増

加
等
の
た
め
、
初
め
て
特
別
支
援

学
級
を
担
任
さ
れ
る
教
員
が
増
え

た
こ
と
、
ベ
テ
ラ
ン
の
教
員
の
転

勤
や
退
職
に
よ
り
、
授
業
や
進
路

等
の
指
導
に
長
け
た
教
員
が
減
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
、
こ
れ
か
ら

は「
チ
ー
ム
も
り
お
か
」
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

前
述
の
課
題
を
受
け
、「
特
別

支
援
教
育
担
当
者
・
特
別
支
援
教

育
チ
ー
ム
委
員
合
同
会
議
」
に
お

い
て
、「
中
学
校
区
ブ
ロ
ッ
ク
等

で
拡
大
授
業
研
究
会
や
学
校
交

流
、情
報
交
換
な
ど
を
進
め
、チ
ー

ム
で
特
別
支
援
教
育
の
推
進
に
取

り
組
む
こ
と
で
、
初
め
て
担
任
さ

れ
る
先
生
の
不
安
の
払
拭
や
、
盛

岡
市
全
体
の
特
別
支
援
教
育
の
推

進
に
つ
な
げ
た
い
。」
と
お
願
い

し
ま
し
た
。

　
現
在
、各
中
学
校
区
よ
り
、チ
ー

ム
で
進
め
る
取
組
の
御
報
告
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
い

く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

　
「
チ
ー
ム
も
り
お
か
」
に
よ
る

盛
岡
市
の
特
別
支
援
教
育
の
今
後

の
充
実
が
楽
し
み
で
す
。

新
し
い
「
い
わ
て
特
別
支
援
教
育
推
進
プ
ラ
ン
」
と
盛
岡
市
の
現
状

新
し
い
「
い
わ
て
特
別
支
援
教
育
推
進
プ
ラ
ン
」
と
盛
岡
市
の
現
状

動
き
始
め
る

動
き
始
め
る

チ
ー
ム
も
り
お
か

チ
ー
ム
も
り
お
か

米
内
中
学
校
区

　
米
内
中
、
米
内
小
で
は
、
９

月
に「
も
の
づ
く
り
体
験
」
を

合
同
で
行
う
そ
う
で
す
。
岩
手

県
職
業
能
力
開
発
協
会
に
厚
生

労
働
省
事
業
と
し
て
協
力
を
依

頼
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
交

流
に
よ
っ
て
指
導
の
ノ
ウ
ハ
ウ

や
児
童
生
徒
支
援
に
関
す
る
情

報
共
有
が
促
進
さ
れ
そ
う
で

す
。

見
前
中
学
校
区

　
見
前
中
、
見
前
小
、
津
志
田

小
の
校
長
先
生
が
集
ま
り
、
今

後
の
中
学
校
区
で
の
特
別
支
援

教
育
の
連
携
・
推
進
に
つ
い
て

話
題
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
３
校
で「
で
き
る

こ
と
か
ら
」「
で
き
る
範
囲
で
」

「
参
加
で
き
る
学
校
が
」
と
い

う
ス
タ
ン
ス
で
活
動
を
始
め
て

み
よ
う
と
い
う
こ
と
を
共
有
さ

れ
た
そ
う
で
す
。

　

特
別
支
援
学
級
担
任
か
ら

は
、「
中
学
校
の
授
業
を
見
に

行
っ
て
み
た
い
。」「
ベ
テ
ラ
ン

の
先
生
の
支
援
や
指
導
を
聞
い

て
み
た
い
。」「
ブ
ロ
ッ
ク
研
等

で
、
拡
大
授
業
研
が
で
き
れ

ば
。」
と
い
う
お
話
も
出
て
い

る
よ
う
で
す
。
校
長
先
生
同
士

で
、
共
有
を
い
た
だ
い
た
こ
と

で
、
担
当
教
員
同
士
の
連
携
も

ス
ム
ー
ズ
に
い
き
そ
う
で
す
。

チ
ー
ム
も
り
お
か

チ
ー
ム
も
り
お
か
で
推
進
す
る
特
別
支
援
教
育

下
小
路
中
学
校
区

　
下
小
路
中
、
山
岸
小
、
仁
王

小
で
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
研
の
際

に
、
各
校
の
教
育
課
程
の
交
流

や
ケ
ー
ス
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を

合
同
で
行
お
う
と
計
画
を
し
て

い
ま
す
。
実
際
の
授
業
の
流
れ

や
教
材
、
支
援
の
方
法
に
つ
い

て
共
有
す
る
こ
と
で
、
指
導
の

幅
が
広
が
り
そ
う
で
す
。

盛
岡
市
特
別
支
援
教
育
研
究
会

　
市
特
研
で
は
、
５
年
振
り
に

「
合
同
運
動
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
特
別
支
援
学
級
に
在

籍
す
る
児
童
生
徒
が
、
学
校
の

代
表
と
し
て
、
全
校
の
応
援
や

交
流
学
級
の
友
達
か
ら
の
励
ま

し
を
背
に
精
い
っ
ぱ
い
運
動
や

応
援
に
励
む
姿
が
輝
い
て
い
ま

し
た
。

　
引
き
続
き
、
市
特
研
の
行
事

を
通
じ
て
児
童
生
徒
の
活
躍
の

場
が
広
が
り
、
校
内
や
中
学
校

区
の
交
流
が
盛
ん
に
な
る
こ
と

を
期
待
い
た
し
ま
す
。

特別支援教育について
話し合う３校の校長先生
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が

き

あ

と

▼
今
回
の
所
報「
こ
ず
か
た
」か
ら
、

デ
ジ
タ
ル
版
で
送
付
と
な
り
ま
す
。

先
生
方
の
校
務
型
端
末
（
黒
パ
ソ
）

か
ら
い
つ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
▼
こ
の
よ
う

に
本
市
に
お
い
て
も
教
育
Ｄ
Ｘ
の

推
進
が
加
速
化
し
て
い
ま
す
。
い
よ

い
よ
今
秋
導
入
の
「
統
合
型
校
務
支

援
シ
ス
テ
ム
」
に
よ
る
学
校
文
化
の

革
新
に
、
多
く
の
教
職
員
が
期
待
を

寄
せ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
▼

業
務
全
般
が
効
率
化
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
児
童
生
徒
の
学
力
向
上
や

心
身
の
健
康
安
全
の
た
め
に
時
間

と
労
力
を
費
や
す
こ
と
が
で
き
、「
安

心
し
て
学
べ
る
学
校
づ
く
り
」
の
実

現
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

▼
同
時
に
、
多
様
な
学
び
の
場
の
在

り
方
も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。「
ひ
ろ
ば
モ
リ
ー
オ
」
の
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
型
支
援
が
、
そ
の
役
割

を
担
う
べ
く
セ
ン
タ
ー
機
能
を
発

揮
し
て
い
き
ま
す
。▼
デ
ジ
タ
ル
化
、

効
率
化
、
多
様
化
と
社
会
の
変
革
に

よ
っ
て
、
私
た
ち
人
間
が
変
わ
っ
た

も
の
と
は
一
体
何
で
し
ょ
う
か
。
教

育
者
と
し
て
、
親
と
し
て
、
大
人
と

し
て
、
巻
頭
言
の
教
育
長
の
言
葉
が

琴
線
に
触
れ
ま
す
。「
時
計
の
針
は

元
に
は
戻
ら
な
い
」
で
あ
れ
ば
、
私

た
ち
大
人
は
こ
れ
か
ら
ど
う
針
を

進
め
て
い
け
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ

う
。子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に
。

家
庭
と
地
域
と
と
も
に
。

◆　期　日　令和６年８月１日㈭、２日㈮、６日㈫
◆　参加者　市内保育所（園）･幼稚園 ･小学校 ･中学校教職員のうち受講を希望する者
◆　日程及び内容【会場】

今
年
度
、
研
究
員
研
究
、
委
託
研
究
、
専
門
研
究
員
研
究
、
合

わ
せ
て
11
の
研
究
主
題
を
設
定
し
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
研
究
事
業
】

委　託　研　究

１　学校教育相談に関する実践
研究

盛岡市教育相談事例研究会
　盛岡市立北松園小学校

２　小中学校におけるキャリア
教育の在り方に関する実践研
究

キャリア教育研究会
　盛岡市立仙北中学校
　盛岡市立仙北小学校
　盛岡市立向中野小学校

３　学校における盛岡の先人教
育の実践研究

先人教育委託研究会
　盛岡市立大宮中学校区
　盛岡市立北陵中学校区

盛岡市教育研究所　公開講座の御案内

研　究　員　研　究
１　算数・数学科における実
践研究

作　山　智　美（城 北 小）
増　尾　悠　大（飯 岡 小）
小　山　裕　香（仙 北 中）

２　中学校外国語科における
実践研究

大　澤　郁　恵（黒石野中）
伊　藤　　　諒（見 前 中）
中　坂　明　子（渋 民 中）

３　小中学校における「体力
向上」に関する実践研究

千　葉　貴　大（緑が丘小）
鳴　海　　　僚（城 北 小）
菅　原　優　香（下小路中）
髙　峯　大　輔（北 陵 中）

４　社会科副読本を活用した
授業の在り方に関する実践
研究

飯　岡　竜太郎（桜城小校長）
金　野　浩　二（津志田小）
岩清水　裕　行（向中野小）
矢　野　　　崇（中 野 小）
赤　石　　　茜（見前南小）
三　浦　一　太（緑が丘小）

【１日目（1日㈭）】
9：30 9：45 9：50  11：50 13：00 13：15 13：20 15：20

受　
　
付

開
会
行
事

【講座（120分）】
① ICT 活用講座（校務支援システム） 【オンライン】
② 教育相談基礎講座 【都南公民館】
③ 盛岡の先人講座 【先人記念館】
④ 特別支援教育講座Ⅰ 【都南公民館】

休　
　
憩

受　
　
付

開
会
行
事

【講座（120分）】
⑤ ICT 活用講座（デジタル教科書・小学校英語） 【オンライン】
⑥ 小・中体育実技講座 【西部公民館】
⑦ 幼・保・小接続を意識した幼児教育講座 【都南公民館】
⑧ コミュニティ・スクール講座　 【都南公民館】

【２日目（2日㈮）】
9：30 9：45 9：50  11：50 13：00 13：15 13：20 15：20

受　
　
付

開
会
行
事

【講座（120分）】
⑨ ICT 活用講座（校務支援システム） 【オンライン】
⑩ 小・中授業づくり講座（国語）　　　　　　【都南公民館】
⑪ 盛岡の先人ウォーク体験講座 【屋　　　外】
　 　※（9：30～11：50）
⑫ 原敬講座 【原敬記念館】

休　
　
憩

受　
　
付

開
会
行
事

【講座（120分）】
⑬ ICT 活用講座（デジタル教科書・小学校算数） 【オンライン】
⑭ 生徒指導講座（不登校） 【都南公民館】
⑮ 自殺予防教育講座  【都南公民館】
　 　※（13：20～16：00）
⑯ 特別支援教育講座Ⅱ 【都南公民館】

【３日目（6日㈫）】※特設講座

※今年度、「特設・伝統文化教員体験講座」は開講されません。
※「ICT活用講座（統合校務）」①と⑨は同内容、市立小・中学校の悉皆研修（どちらか１日に参加）とします。各校から３名程度の参加を
お願いする予定です。

※「ICT活用講座」（統合校務）・（デジタル教科書）以外の講座は、定員を超える申込みがあった場合、抽選とさせていただく予定です。
※当公開講座についてのお問い合わせは、教育研究所：佐々木（亘）までお願いいたします。　℡ 651-4110（内 7335）

専　門　研　究　員　研　究
１　不登校児童生徒への対応に
関する研究

阿　部　真　一
専門研究員 ３　特別支援教育に関する研究 山　崎　伸　一

専門研究員
２　小中学校におけるＩＣＴ活
用に関する研究

佐々木　秀　一
専門研究員 ４　盛岡の教育の歩み 山　崎　伸　一

専門研究員

（講師、非常勤講師等を含む。）

⑰　思春期講演及び思春期保健教室　※（13：30～16：00）　　【都南公民館】


